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議案審査 福祉文教委員会3月定例会

奥飛騨栃尾生涯学習館を廃止す
る条例改正

国民健康保険料の賦課限度額等
の見直しを行う条例改正

上宝町・奥飛驒温泉郷の住民が
利用する飛驒市火葬場に光明苑
を追加する規約変更

一之宮ゲートボール場 及び
久々野総合運動公園老人運動広
場を廃止する条例改正

　条例改正の背景と今後の対応は。

　賦課限度額の見直しにより影響のある世
帯数及び影響額は。

　規約変更の内容は。

　条例改正の背景は。

　老朽化が著しく耐震性が不足しており、利
用も少ないため、町内会や利用団体と協

議を行い、今後、利用団体には奥飛騨トレーニ
ングセンター体育館を使用していただくことで同
意を得ている。

　基礎賦課分については限度額が63万円
で271世帯、介護納付金分については限

度額が17万円で176世帯となり、合わせて約
690万円の増額となる。

　上宝町・奥飛驒温泉郷の住民が松ヶ丘
公園斎場（神岡町）と同様に光明苑（古川

町）を利用できるよう飛驒市火葬場の使用許可
事務を飛驒市から受託するため規約の変更をす
るもの。これまでは火葬場使用料を利用者が自
己負担していたが、今後は市が負担することと
なる。

　近年利用がない状況であるため、一之宮
ゲートボール場においては、長寿会、まち

づくり協議会、町内会に、久々野総合運動公
園老人運動広場においては、それらの団体に加
え指定管理者へも説明を行い同意を得ている。
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